
分身 AI セミナー用語解説集 

MedGemma 27B Multimodal（メドジェンマ 27B マル

チモーダル） 

 

基本概要 

MedGemma は、Google が開発した Gemma 3 をベースとした医療向けのオープン AI

モデル群で、医療テキストや画像への理解・生成に特化しています(Google 

Research)。 

• モデルのサイズは**4B（40 億パラメータ）と 27B（270 億パラメータ）があり、

27B にはテキスト専用（text-only）とマルチモーダル（multimodal）**の 2 種類

があります(Google Research)。 

• 27B Multimodal は、**医療画像、医療記録、電子カルテ（FHIR 形式など）**

の解釈や処理に対応するように訓練されており、テキストと画像の両方を入力

し、テキスト出力を生成できます(Hugging Face)。 

 

性能評価（ベンチマーク結果） 

医療知識・推論のテキストタスク 

• MedQA（医学的 QA ベンチマーク）では、27B text-only は best-of-5 で 

89.8%、0-shot でも 87.7% の高精度。27B multimodal も best-of-5 87.0%、0-

shot 85.3% の性能を示します(Hugging Face)。 

• MedGemma は Gemma 3 ベースモデルをすべての健康関連テストで上回る結

果を残しています(Hugging Face, Google for Developers)。 

医療画像分類・視覚質問応答 

https://research.google/blog/medgemma-our-most-capable-open-models-for-health-ai-development/?utm_source=chatgpt.com
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• Chest X-ray（胸部 X 線）や皮膚科、眼科、組織病理（histopathology）等の画

像データに対する F1 スコア： 

o MIMIC CXR（胸部 X 線、上位 5 病態宏平均 F1） 

▪ MedGemma 4B：88.9 

▪ MedGemma 27B Multimodal：90.0(Hugging Face) 

o CheXpert、CXR14、PathMCQA、US-DermMCQA、EyePACS など他の

タスクでも、27B multimodal が高い精度を示しています(Hugging 

Face)。 

電子カルテ（EHR）Q&A タスク 

• **EHRQA（電子健康記録質問応答）**では、MedGemma 27B multimodal が 

90.5 のスコアを達成。これは他の MedGemma モデルよりも高い結果です

(Hugging Face)。 

放射線報告生成（CXR レポート） 

• MIMIC-CXR の RadGraph F1 では、27B multimodal が 27.0。4B モデルを胸部

X 線専用にチューニングしたもの（30.3）には及ばないが、十分な性能です

(Google for Developers)。 

 

長所と活用ポイント 

長所 

• マルチモーダル対応：医療画像とテキストを組み合わせた高度な医学的理解

が可能。 

• 大規模モデルの強み：より精緻な医療知識と推論能力を提供（27B の方が 4B

より性能が高い）(Hugging Face)。 

• ローカル実行可能：API 依存せず、プライバシー対策も容易(Google 

Research)。 

• 高性能な閲覧能力：長文コンテキストにも対応（Gemma 3 では 128K トークン

の理解が可能）(Hugging Face)。 

注意点 
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• 臨床グレードではない：そのまま診療現場で使うには追加の検証や微調整（フ

ァインチューニング）が必要(MedGemma, Google for Developers)。 

• インストラクション対応：27B variants は instruction-tuned のみ提供されてい

ます(Hugging Face)。 

 

実装例 

Hugging Face や Transformers ライブラリのパイプラインで簡単に動かせます： 

from transformers import pipeline 

pipe = pipeline("image-text-to-text", model="google/medgemma-27b-it", 

torch_dtype="bfloat16", device="cuda") 

messages = [ 

  {"role":"system", "content":[{"type":"text","text":"You are an expert 

radiologist."}]}, 

  {"role":"user", "content":[{"type":"text","text":"Describe this chest X-ray."}, 

{"type":"image", "image": <PIL Image>}]} 

] 

output = pipe(text=messages, max_new_tokens=200) 

print(output[0]["generated_text"][-1]["content"]) 

(Hugging Face) 

また、長文テキスト入力タスクには text-only モデルもおすすめです(Hugging Face)。 

 

Reddit などでの評価 (非公式な声) 

ユーザー間の反応では、実際の使用感についても言及があります： 

“My wrapper script… I solved that problem by giving it a system prompt… it 

tailored its responses to reflect the priorities, equipment, and resources of the 
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described setting.” 

(Reddit) 

“It seems very knowledgeable and can even extrapolate decently well from the 

implications of medical studies.” 

(Reddit) 

 

まとめ表：MedGemma 27B Multimodal の特徴 

項目 内容 

モデル種類 
MedGemma 27B Multimodal（テキスト・画像入力 → テキスト生

成） 

ベンチマーク性

能 

MedQA ≈85–87%、EHRQA ≈90.5%、CXR 分類 ≈90、報告生成 F1 

≈27 

長所 高精度・マルチモーダル・ローカル実行・長文対応 

注意点 臨床利用には微調整・検証が必須 

活用方法 コード例やプラットフォーム（HF, Model Garden）で簡単導入可能 

 

ご興味があれば、特定のユースケース（例：画像レポート生成、診察補助、EHR 解析

など）での利用方法やファインチューニングについてもさらに詳しくご案内できますの

で、ぜひお知らせください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.reddit.com/r/LocalLLaMA/comments/1lvqtxa/multimodal_medgemma_27b/?utm_source=chatgpt.com
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「Eureka α（ユーリカアルファ）」について 

 

概要 

• Eureka α は、アナウト株式会社が開発した手術支援用 AI ソフトウェア（医療

機器）です。2024 年 4 月 12 日に厚生労働省から製造販売承認（承認番号：

30600BZX00061000）を取得しました (PR ニュースワイヤー)。 

• **「手術用画像認識支援プログラム」**という新設された一般的名称のもと、

解剖学的構造物をリアルタイムに解析・強調表示して、医師の視覚認識を支

援するのが目的です (プレスリリース・ニュースリリース配信シェア No.1｜PR 

TIMES)。 

 

主な機能 

• 内視鏡や手術ロボットからの映像をリアルタイムで AI が解析し、解剖構造（特

に疎性結合組織）を色で重ねて強調します（例：青色や水色） (プレスリリー

ス・ニュースリリース配信シェア No.1｜PR TIMES)。 

• 表示は通常モニターとは別のサブモニターに出力。外科医は手術操作に集中

しながら、補助的に視認できます (プレスリリース・ニュースリリース配信シェ

ア No.1｜PR TIMES)。 

 

適用および臨床実績 

• 現時点で対応するのは、胃、大腸、鼠径(そけい)ヘルニア領域の手術です 

(プレスリリース・ニュースリリース配信シェア No.1｜PR TIMES)。 

• 2024 年 7 月上旬、兵庫医科大学病院や虎の門病院で国内初の臨床使用に

成功し、同年 7 月 17 日から販売がスタートしました (兵庫医療大学)。 

https://www.prnewswire.com/news-releases/anaut-announces-japanese-regulatory-approval-of-ai-powered-surgical-visualization-tool-eureka--302134627.html?utm_source=chatgpt.com
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• エキスパート外科医からは、表示のタイムラグがなく精度も十分との評価があ

り、手術の安全性・教育面での貢献期待も高まっています (プレスリリース・ニ

ュースリリース配信シェア No.1｜PR TIMES)。 

 

特長と技術的な特徴 

• 導入が簡単：既存の腹腔鏡設備に SDI ケーブルで接続するだけという手軽さ

が評価されています (MDPI)。 

• ディープラーニングによる構造認識：豊富な教師データと 20 以上の大学病院

による共同開発により高精度な表示が可能 (プレスリリース・ニュースリリース

配信シェア No.1｜PR TIMES, PR ニュースワイヤー)。 

• 段階的アップデート：手術動画を収集しながら定期的に精度向上を図る設計

です (MDPI)。 

 

今後の展望 

• 対応領域として、神経や膵臓の構造認識への拡張が計画中です (兵庫医療

大学)。 

• **教育用版（Surgical Vision Eureka）**は、教育・研究向けに神経、膵臓、尿

管、血管など複数構造に対応しており、今後臨床承認で更に価値が高まる見

込みです (プレスリリース・ニュースリリース配信シェア No.1｜PR TIMES)。 

• 海外展開も視野に入っており、現状で海外での臨床承認例はないものの、国

際学会での注目も高まっています (PR ニュースワイヤー, NS Medical 

Devices, MDPI)。 
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まとめ表 

項目 内容 

製品名 Eureka α（外科手術視覚支援プログラム） 

承認・発売日 2024 年 4 月 12 日（承認）／2024 年 7 月 17 日（販売開始） 

対応領域 胃・大腸・鼠径ヘルニアの手術 

主な機能 リアルタイム画像解析による疎性結合組織の強調表示 

表示方式 サブモニターに重畳表示 

特長 即時性・高精度・導入容易・学習・教育支援 

今後の展開 神経・膵臓認識、教育版の臨床化、海外展開 

評価 臨床医から高評価（遅延なし、精度良好） 

 

Eureka α は、リアルタイムでの視覚補助により、より安全で精密な手術や教育の質

を高める AI 技術の先駆けとなるプロダクトです。 

――――――――――――― 

nodoca とは？ 

• AI 搭載咽頭内視鏡システムであり、咽頭（のど）の画像と問診データを解析

し、インフルエンザに特徴的な所見（特にリンパ濾胞）を AI が検出する診断支

援機器です(プレスリリース・ニュースリリース配信シェア No.1｜PR TIMES)。 

• 日本で初めて「新医療機器」として AI 医療機器の承認を取得しました(AI 搭載

インフルエンザ検査医療機器 nodoca)。 

• 診療報酬では、免疫クロマトグラフィー検査と同じ**305 点（約 3,050 円）**

で、保険適用されています(AIsmiley)。 

 

技術的特徴と開発背景 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000021.000035813.html?utm_source=chatgpt.com
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• 50 万枚以上に及ぶ咽頭画像データ（10,000 人以上、100 機関を超える協力に

基づく）を学習した AI アルゴリズムが、医師の視覚診断を模倣しています(プ

レスリリース・ニュースリリース配信シェア No.1｜PR TIMES)。 

• 専用に設計された高画質カメラと問診情報を組み合わせ、短時間かつ低負担

での診断支援が可能です（結果は数秒〜十数秒で判定）(AI 搭載インフルエン

ザ検査医療機器 nodoca)。 

• 患者への負担が少なく、特に小児・高齢者にも配慮した設計となっています

(あおぞら新横浜クリニック)。 

 

承認・臨床導入の経緯 

• 承認と保険適用 

• 【2022 年 4 月】に厚生労働省より製造販売承認（「新医療機器」）を取得

(Anritsu Download)。 

• 【2022 年 12 月】より診断に対し公的保険適用（C2 区分）となり、診療報酬も設

定されました(AIsmiley)。 

• 全国への展開 

o 【2023 年 12 月】時点で、47 都道府県すべてで導入済みの医療機関が

あるとの報告があります(DOC WEB)。 

 

診断性能と使用上の注意点 

• AI が咽頭リンパ濾胞などインフルエンザ特有の所見を捉えることで、早期診

断のサポートを目指します(PMDA, プレスリリース・ニュースリリース配信シェ

ア No.1｜PR TIMES)。 

• 結果はあくまで診療支援の一環であり、単独で確定診断するものではない点

に注意が必要です(PMDA)。 

• 従来の免疫クロマトグラフィー検査（PCR ではない）と比較して感度は非劣性

ではないとの見解もあり、診断は総合的に判断することが求められています

(PMDA)。 
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https://doctokyo.jp/mnews/nodoca/?utm_source=chatgpt.com
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今後の展望と課題 

• 精度向上のための改良や、インフルエンザ以外の感染症との鑑別機能の拡

張が課題として挙げられており、さらなる発展が期待されます(英検)。 

• **問診システムとの連携（例：Symview）**による診療フローの効率化にも期

待が高まっています(プレスリリース・ニュースリリース配信シェア No.1｜PR 

TIMES)。 

 

まとめ表 

項目 内容 

機器名 nodoca（AI 搭載咽頭内視鏡システム） 

主な機能 咽頭画像＋問診情報 → インフルエンザ所見を AI 解析 

承認・保険適用 承認：2022 年 4 月、保険適用：2022 年 12 月 

診療報酬 305 点（従来の迅速検査と同額） 

判定時間 数秒〜十数秒で診断情報提示 

現在の普及状況 47 都道府県で導入済み（2023 年 12 月時点） 

特徴 高精度 AI、痛み少、迅速、全国展開済 

注意点 診断を確定するものではない（補助目的） 

課題・展望 感度改善、他感染症対応、問診連携、精度向上など 

 

nodoca は、迅速かつ低侵襲にインフルエンザ診断を支援する AI 医療機器として、日

本の医療現場において革新的な役割を果たしています。ご興味があれば、他の AI 医

療ツールや診断支援 AI との比較、技術的背景などもご紹介可能ですので、お知らせ

ください。 

 

 

https://www.eiken.co.jp/uploads/modern_media/literature/202412_39-42.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000067.000035813.html?utm_source=chatgpt.com
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000067.000035813.html?utm_source=chatgpt.com


「gastroAI-model G」（ガストロエーアイ・モデル G）について 

 

概要 

• gastroAI-model G は、AI Medical Service 株式会社（AIM）が開発した、胃内視

鏡検査における早期胃がんの診断支援 AI です (AI Medical Service)。 

• 日本では 2023 年 12 月 26 日付けで製造販売認可を取得（医療機器承認番

号：30500BZX00297000）、その後 2024 年 3 月ごろに発売開始されました (AI 

Medical Service)。 

 

主な機能と技術 

• 内視鏡の映像から得られる静止画像をリアルタイムに解析し、早期胃がんの

疑いがある病変を四角枠で強調表示。これにより、医師が生検や追加検査を

判断する支援を行います (AI Medical Service)。 

• 大学病院など 100 以上の機関と連携し、豊富で高品質な訓練データを用いた

深層学習モデルで構築されています (AI Medical Service)。 

• 主要な内視鏡メーカー（オリンパス・富士フイルムなど）との互換性を備えてお

り、既存設備への導入が容易です (AI Medical Service)。 

 

海外展開と規制認可の状況 

• **ブラジル（ANVISA）**では、2024 年 4 月 1 日に医療機器登録を完了。これ

により、上部消化管内視鏡支援 AI としてブラジルでも初めての承認となりまし

た (The AI Journal)。 

• **タイ（Thai FDA）**においても、2025 年 6 月 26 日に胃病変の腫瘍性

（neoplastic）・非腫瘍性（non-neoplastic）の鑑別が可能な診断支援ソフトとし

https://en.ai-ms.com/news/product/20240304?utm_source=chatgpt.com
https://en.ai-ms.com/news/product/20231226?utm_source=chatgpt.com
https://en.ai-ms.com/news/product/20231226?utm_source=chatgpt.com
https://en.ai-ms.com/news/product/20231226?utm_source=chatgpt.com
https://en.ai-ms.com/news/product/20231226?utm_source=chatgpt.com
https://en.ai-ms.com/news/product/20231226?utm_source=chatgpt.com
https://aijourn.com/ai-medical-service-inc-completes-first-pharmaceutical-registration-of-gastric-ai-based-endoscopic-diagnosis-support-system-from-brazils-anvisa/?utm_source=chatgpt.com


て承認を取得。AI 診断支援システムとして上部消化管で初の認可事例です 

(ビジネスワイヤ)。 

 

診断性能と活用の効果 

• 症例ベースの感度では非常に高精度：静止画像では 6 mm 超の胃がんに対し

98.6%の感度を記録 (胃癌学会第 16 回国際大会)。 

• 静止画像での比較検討では、AI は感度 58.4%、特異度 87.3%と、人間の内視

鏡医（感度 31.9%、特異度 97.2%）よりも感度で優れ、特異度ではやや劣る傾向

が見られました (胃癌学会第 16 回国際大会)。 

• 動画シーケンス評価では、68 症例中 64 症例（94.1%）の病変を検出。感度が

高く維持されています (胃癌学会第 16 回国際大会)。 

• また、良性疾患（胃潰瘍など）を含む学習によって識別精度が大幅に向上し、

**従来モデル 45.9% → 追加学習後 95.9%**と精度改善が確認されています 

(胃癌学会第 16 回国際大会)。 

 

期待される意義と今後の展望 

• 見逃しの削減：早期胃がんの識別を支援することで、高スループットの内視鏡

検査における見逃し率の低下が期待されます (AI Medical Service, 胃癌学会

第 16 回国際大会)。 

• スキルの均一化：医師の経験差による診断能力のばらつきが軽減され、診療

の品質向上につながる可能性があります (AI Medical Service)。 

• 多国展開：日本、ブラジル、タイでの認可取得により、他国への展開に向けた

基盤が整備されつつあります (ビジネスワイヤ, The AI Journal)。 

• さらなる機能拡張：AIM は胃以外の消化器領域や鑑別支援機能の拡張に向

けて、今後の R&D を進める方針です (AI Medical Service)。 

 

まとめ表 
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https://en.ai-ms.com/news/product/20231226?utm_source=chatgpt.com
https://www.businesswire.com/news/home/20250724574631/en/Endoscopic-AI-AI-Medical-Service-Inc.-Has-Obtained-Regulatory-Approval-from-Thailands-FDA-for-Its-Gastric-AI-based-Endoscopic-Diagnosis-Support-System?utm_source=chatgpt.com
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項目 内容 

製品名 gastroAI-model G 

開発元 AI Medical Service Inc. 

主な機能 内視鏡映像から病変を検出し表示、診断支援 

日本認可 2023 年 12 月 26 日（承認）、2024 年 3 月頃発売 

海外認可 ブラジル（2024/4）、タイ（2025/6） 

診断性能 静止画像 98.6%感度、動画 94.1%検出率 

学習改善 胃潰瘍含む追加学習で精度 45.9→95.9% 

期待効果 見逃し削減、診療品質の均一化、グローバル展開 

 

ご希望があれば、実際の導入事例、他製品との比較、技術的背景の深掘りについて

もご案内可能です。お気軽にどうぞ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本における AI によるカルテの「自動作成」機能

（診療記録などを AI が生成し、電子カルテに反映

する機能） 

すでに一部の医療機関やベンダーで実際に導入・トライアルが進んでいます。 

 

主な導入・事例 

1. medimo（メディモ） 

• 兵庫医科大学病院（兵庫県西宮市）において、2025 年 6 月 1 日から導入され

ました。診療現場での音声を文字起こしし、AI が要約した内容を電子カルテに

記録する仕組みです。全国の大学病院への導入は初めての事例です。Aspic 

Japan+9 兵庫医療大学+9BOXIL+9 

2. NEXT Stage Document Assistant（NSDA） 

• TXP Medical 社が開発した生成 AI による医療文書自動作成システムで、横

須賀共済病院および亀田総合病院（合わせて 1,700 床規模）でトライアル導

入中です。退院サマリーや紹介状、診断書などをオンプレミス環境で自動生

成します。TXP Medical 株式会社+2TXP Medical 株式会社+2 

3. IBM Japan のソリューション 

• IBM Japan は、生成 AI を使った退院サマリーのドラフト作成機能を含む病院

業務支援 AI ソリューションを開発中です。音声認識 AI と生成 AI を組み合わ

せて、各種医療記録（外来診療記録、看護記録など）のドラフト作成を進めて

おり、クラウドおよびオンプレミスの両環境で運用可能です。現在医療機関と

実証実験中とのことです。caretomo.jp+3IBM Japan Newsroom+3TXP Medical 

株式会社+3 

4. Caretomo（ケアトモ） 

https://www.hyo-med.ac.jp/news/3273/?utm_source=chatgpt.com
https://www.hyo-med.ac.jp/news/3273/?utm_source=chatgpt.com
https://txpmedical.jp/en/news/1PiNU1unJZLGi97eAIGIjP/?utm_source=chatgpt.com
https://jp.newsroom.ibm.com/2025-07-17-AI-for-CIS?utm_source=chatgpt.com
https://jp.newsroom.ibm.com/2025-07-17-AI-for-CIS?utm_source=chatgpt.com


• 看護現場に特化した AI 支援ツールで、患者と看護師の会話を自動で文字起

こしし、SOAP 形式の記録・退院サマリーなどを自動生成します。トライアル利

用は全国で 60 病院以上実施され、神奈川県では 200–250 床規模の急性期

病院で約 57%の記録時間削減といった効果も報告されています。兵庫医療大

学+3caretomo.jp+3 プレスリリース・ニュースリリース配信シェア No.1｜PR 

TIMES+3 

5. ボイスチャート 

• AI を活用して診察時の会話を文字起こしし、SOAP 形式で自動カルテ化する

ウェブベースのサービス。特別な環境不要で利用でき、カルテ作成を支援しま

す。IBM Japan Newsroom+7 プレスリリース・ニュースリリース配信シェア No.1

｜PR TIMES+7caretomo.jp+7 

6. その他生成 AI 支援ツール 

• 「ユビー生成 AI」は電子カルテへの診療記録文章作成を支援。 

• 「cotomi」は症状詳記の自動下書き機能を備え、入力負担を軽減します。 

• また、「GaiXer」は診療報酬算定の自動化を支援する生成 AI ツールです。

caretomo.jp+7Aspic Japan+7TXP Medical 株式会社+7 

 

導入状況のまとめ 

項目 状況 

全医療機関での

普及 
未だ部分導入に留まる（一般的な標準機能ではない） 

トライアル・部分

導入例 

medimo（大学病院）、NSDA（大規模病院）、Caretomo（看護）、ボイ

スチャート、IBM など 

技術トレンド 
音声認識・生成 AI による記録自動化が進展中。オンプレミス対応

やクラウド対応の選択肢あり。 

 

 

https://caretomo.jp/?utm_source=chatgpt.com
https://caretomo.jp/?utm_source=chatgpt.com
https://caretomo.jp/?utm_source=chatgpt.com
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000057.000004524.html?utm_source=chatgpt.com
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000057.000004524.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.aspicjapan.org/asu/article/45724?utm_source=chatgpt.com


結論 

日本ではすでに一部の医療機関や企業によって AI によるカルテ自動作成機能が導

入またはトライアル活用されています。ただし、全国的な標準機能という段階には至

っておらず、今後の医療 DX（デジタル・トランスフォーメーション）推進の中で、さらな

る普及が期待されます。 

 

 

AI による電話受付（AI 電話受付・AI ボイスボット） 

日本では導入が進んでおり、予約受付や問い合わせ対応といった業務の効率化を目

指す動きが広がっています。以下、いくつかの導入事例やサービス概要を整理しまし

た。 

 

主な事例と導入状況 

1. 湘南鎌倉総合病院 × Dr.JOY 

• 採用開始：リリースから 11 ヶ月で導入、2025 年現在約 97 施設が導入済。 

• 効果：1 日平均 1,250 件の電話のうち 32%以上がこれまで応答不可だったとこ

ろ、AI 電話が「1 次対応」を担うことで業務負荷を軽減。AI は 24 時間 365 日

稼働し、電話対応の大幅削減と予約数の増加に成功。人件費では月 90 万円

の削減効果も報告されています。(GENOVA, kenshin.gr.jp) 

2. 飲クリニック向けサービス「NOMOCa AI call」 

• 提供元：株式会社 GENOVA（東京） 

• 特徴：従来の IVR とは異なり、人に近い抑揚のある自然な音声で応答。予約

や問い合わせに 24 時間 365 日対応し、スタッフの負担を軽減(GENOVA)。 

https://genova.co.jp/news/12938?utm_source=chatgpt.com
https://www.kenshin.gr.jp/wp/wp-content/uploads/2025/07/aicall-2.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://genova.co.jp/news/12938?utm_source=chatgpt.com


• 効果：あるクリニックでは、導入前の月間対応時間 59 時間（約 87,779 円／

月）がほぼゼロに。年あたり約 100 万円以上の人件費削減に成功

(nomoca.net)。 

3. 大学病院などでの予約業務対応 

• 大阪医科薬科大学病院：2025 年 7 月 22 日より、再診予約の変更・キャンセ

ル・確認を AI 電話で受け付け。24 時間受付可能で、土日祝を除き 2 日以内

に電話または SMS で返信する仕組みです(hospital.ompu.ac.jp)。 

• 相澤病院（長野）：外来再診予約 AI 電話を導入。受付完了後は 3 診療日以内

に担当者から連絡。不対応時はスタッフ対応に切り替えられます(相澤病院 | 

長野県松本市 | 社会医療法人財団 慈泉会)。 

• 大分赤十字病院：2025 年 7 月 1 日から、外来再診予約の取消・確認・変更を

AI 電話専用ダイヤルで実施(日本赤十字社 大分赤十字病院)。 

4. その他導入実務と活用ガイド 

• メディア／サービス紹介：医療機関の AI 電話活用について、その仕組みや

IVR との違い、導入メリット（コスト削減、24 時間対応、業務効率向上など）を

まとめたコラム記事も公開されています(東京ドクターズ)。 

 

導入メリット（全体的な傾向） 

• 業務効率の改善：AI が一次受付（予約・問い合わせ）を担うことで、スタッフが

本来業務に集中できるようになる。 

• コスト削減：多数の事例で人件費や対応負担の大幅な削減が確認されている

（例：月 90 万円、人件費実質ゼロなど）。 

• 24 時間対応：診療時間外の対応も可能になり、患者側の満足度も向上。 

• 自然な応答：旧来の機械音声 IVR と比較して、抑揚や自然な発話で話しやす

い仕様のサービスが多い。 

• 高齢者対応も可能：会話形式での応答により、デジタル操作に不慣れな層に

も配慮。 

 

https://nomoca.net/nomoca_ai_call/?utm_source=chatgpt.com
https://hospital.ompu.ac.jp/topicks/l1mbah00000059r1.html?utm_source=chatgpt.com
https://aizawahospital.jp/patient_blog/aitelephone/?utm_source=chatgpt.com
https://aizawahospital.jp/patient_blog/aitelephone/?utm_source=chatgpt.com
https://www.oitasekijyuji.jp/news/2025/06/ai.html?utm_source=chatgpt.com
https://tokyo-doctors.com/webdoctor/15316?utm_source=chatgpt.com


導入の背景と今後の展望 

• 背景：少子高齢化による人材不足や、医療現場の人件費・業務負担の重さに

対する対策として注目されています（例：GENOVA 調査によると、医療機関の

うち AI 技術導入率はまだ 5.7％にとどまる）(GENOVA, nomoca.net)。 

• 展望：大病院だけでなくクリニックまで広がりつつあり、試験導入や本格運用を

経て、今後さらなる普及が期待される段階にあります。 

 

まとめ 

結論として、AI による電話受付機能は日本の医療機関で既に導入・試行が進んでお

り、特に予約受付・問い合わせ対応で効果が出ている事例が複数存在します。 問題

解決型の導入メリットが多く、人手不足や業務負担軽減を目指す医療施設にとって、

十分に検討価値のあるソリューションと言えるでしょう。 

 

NOTION とは？ 

Notion について解説します。これはユーザーのビジネスや知的活動に役立つツール

なので、ポイントを整理してお伝えします。 

 

1. Notion とは 

Notion は、オールインワン型のワークスペースツールです。 

メモ、ドキュメント、データベース、タスク管理、Wiki、プロジェクト管理などを一つのア

プリに統合できます。 

「Evernote＋Trello＋Google Docs＋Excel」を一体化させたようなサービスとよく言わ

れます。 

 

https://genova.co.jp/news/12938?utm_source=chatgpt.com
https://nomoca.net/nomoca_ai_call/?utm_source=chatgpt.com


2. 主な機能 

• ノート・ドキュメント作成 

Markdown 対応で、文章・画像・動画・コードなどを自由に配置可能。 

• タスク管理 

ToDo リストやカンバン方式（Trello 風）でプロジェクト進行を見える化。 

• データベース 

表、リスト、カレンダー、タイムライン形式でデータ管理が可能。 

• Wiki/ナレッジ共有 

チームの情報・マニュアルを整理し、社内ポータルとして活用できる。 

• 埋め込み・連携 

Google Drive、Figma、Miro、GitHub など多数の外部サービスを埋め込める。 

 

3. 特徴 

1. 自由度の高さ：ページやデータベースを組み合わせて、自分専用のシステム

を構築できる。 

2. 共同編集：Google Docs のようにリアルタイムでチームと共同作業が可能。 

3. クロスプラットフォーム：PC・スマホ・タブレットでシームレスに利用できる。 

4. AI 機能：要約、文章生成、翻訳などを組み込んで作業効率化。 

 

4. 活用例 

• 個人 

o 読書ノート、日記、学習ログ 

o ライフログ（習慣トラッカー、健康管理） 

• ビジネス 

o プロジェクト進行管理 

o 社内 Wiki・ナレッジベース 

o 顧客リスト・営業管理 

• 教育/研究 



o 論文管理、講義ノート 

o 研究プロジェクトの進捗追跡 

 

5. 他ツールとの比較 

• Evernote → 情報収集・メモが得意だが、構造化は弱い 

• Trello → プロジェクト管理に特化 

• Google Docs/Sheets → 単体では強力だが、統合性に欠ける 

• Notion → これらを一つの空間でまとめ、カスタム性が高い 

 

   まとめると、Notion は 「自分やチームの知的活動の OS」 として機能し、 

個人利用からスタートアップ、企業まで幅広く採用されています。 

 

 

はい、今度は Obsidian の解説をします。Notion とよく比較されるツールなので、違い

も交えて整理します。 

 

1. Obsidian とは 

Obsidian（オブシディアン） は、 

Markdown 形式のファイルをベースにした 「第二の脳（Second Brain）」を作るための

知識管理アプリ です。 

特徴は「クラウド依存しないローカル保存」と「双方向リンクによる知識ネットワーク

化」。 

シンプルなメモアプリというより、自分専用の知識ベースを構築できるツールです。 

 



2. 主な特徴 

• ローカル保存が基本 

データは自分の PC 内に Markdown ファイルとして保存。クラウドに依存せず

安心。 

• 双方向リンク（Wiki 的機能） 

ノート同士を「[[リンク]]」で結び、知識をネットワーク的につなげられる。 

• グラフビュー 

ノート同士のつながりを可視化し、知識のマップを作れる。 

• Markdown ベース 

プレーンテキストなので将来も読みやすく、他ソフトに移行しやすい。 

• 豊富なプラグイン 

タスク管理、カレンダー、Zettelkasten 法対応など、ユーザーコミュニティが開

発した拡張機能を追加できる。 

• クロスプラットフォーム 

Windows / Mac / Linux / iOS / Android で利用可能。 

 

3. 活用シーン 

• 知識管理（PKM: Personal Knowledge Management） 

読書ノートや研究ノートをリンクさせ、知識の森を作る。 

• 学習ログ 

学んだことをメモし、関連付けて振り返りやすくする。 

• アイデア管理 

思いつきをカードのように書き溜め、リンクで展開。 

• ライティング支援 

本・論文・記事の執筆における素材管理＆アウトライン作成。 

 

4. Notion との違い 



項目 Obsidian Notion 

データ保存 ローカル(Markdown) クラウド 

主な用途 知識管理・思考整理 プロジェクト/チーム管理 

強み 双方向リンク、プライバシー コラボレーション、統合性 

弱み チームコラボは弱い オフライン利用や Markdown 互換性は弱い 

     簡単に言えば、 

• Notion = チームやビジネスの情報共有・管理に強い 

• Obsidian = 個人の知識・思考整理に強い 

 

5. まとめ 

• Obsidian は「自分の頭の外部ハードディスク」としての知識管理に最適 

• 学者・研究者・作家・知的作業の多い人に人気 

• データを手元に保持したい人、クラウド依存を避けたい人に向いている 

 

承知しました。 

今回は Roam Research（ローム・リサーチ） について解説します。 

 

1. Roam Research とは 

Roam Research は、 

「ネットワーク思考」を支援するアウトライナー型ノートアプリ です。 

特徴は「双方向リンク」と「ブロックベースのノート構造」。 

情報を階層的に整理しつつ、関連するアイデア同士をネットワークでつなぐことで、思

考の地図（Graph） を作れます。 



キャッチコピーは「A note-taking tool for networked thought（ネットワーク化された思

考のためのノートツール）」。 

 

2. 主な特徴 

• 双方向リンク 

[[リンク]] を貼ると、リンク先ノートからも逆リンクが自動生成される。 

→ 関連するメモを「思考のつながり」として発見できる。 

• アウトライナー構造 

ノートは「ブロック単位」で構成され、階層的に整理可能。 

→ Workflowy や Dynalist のようにインデントで情報を分解できる。 

• Graph ビュー 

ノートのつながりをグラフで可視化。知識の全体像を直感的に把握できる。 

• デイリーページ 

毎日自動で新規ページが生成され、日記や思考ログに最適。 

• クラウド保存 

Web ベースで、どの端末からでもアクセス可能。 

 

3. 活用シーン 

• 研究・学習ログ 

読書ノート、講義メモをリンクでつなぎ、知識体系を形成。 

• 思考の整理 

アイデアをブロックごとに分解し、関連項目をリンクで接続。 

• ライティング支援 

論文・記事の素材をネットワーク化して、下書きの構造を構築。 

• 日常ログ 

デイリーページにメモを残し、あとから関連ノートとリンクさせる。 

 



4. Obsidian / Notion との比較 

項目 Roam Research Obsidian Notion 

データ

保存 
クラウド ローカル(Markdown) クラウド 

構造 アウトライナー型 Markdown ノート型 
ブロック/データベ

ース型 

強み 
思考の流れをそのまま記録、ネ

ットワーク化 

プライバシー、柔軟な知

識体系 
コラボ、業務管理 

弱み 
オフライン利用が弱い、料金高

め 
チーム利用は弱い 

個人知識管理は

弱い 

     簡単に言えば： 

• Roam = 思考や研究の流れをそのまま残す「思考ログ専用」 

• Obsidian = 知識の倉庫として構造的に整理 

• Notion = チームや業務管理に強い 

 

5. まとめ 

• Roam は「思考を記録・リンクさせて発見につなげる」ためのツール 

• 特に 研究者・ジャーナリスト・知的生産者 に人気 

• 一方で料金（$15/月）やクラウド依存性がネック 

 

池上さんの文脈で言うと、 

• Roam：日々の読書・論文メモ → 思考の流れを残す 

• Obsidian：その知識を体系化・出版や AI 活用の素材へ 

• Notion：チームや事業の進行管理 

という「三段活用」がしっくりきそうです。 



Readwise（リードワイズ） について 

これは 知識のインプット管理を最適化するツール で、先ほどの Obsidian や Roam 

と組み合わせると非常に強力になります。 

 

1. Readwise とは 

Readwise は、読書や情報収集で得たハイライトやメモを一元管理し、再び思い出す

仕組みを提供するサービス です。 

電子書籍（Kindle、Apple Books）、記事（Pocket、Instapaper）、PDF、Web クリップ、さ

らには Twitter（X）などで保存したハイライトを自動で取り込み、知識を忘れにくくする 

ことを目的としています。 

 

2. 主な機能 

• ハイライト自動収集 

Kindle・Apple Books・Pocket・Instapaper などと同期して、ハイライトを集約。 

• リマインダー（Spaced Repetition） 

毎日メールやアプリで「過去のハイライトを復習」できる。忘却曲線に沿ったリ

マインド。 

• タグ付け・検索 

保存したハイライトを整理・タグ管理して、あとから検索できる。 

• 外部連携 

Notion、Obsidian、Roam Research などへ自動エクスポート可能。 

• Reader（新機能） 

RSS リーダー＋Read-it-later アプリ（Pocket 代替）。記事や PDF を取り込み、

ハイライト可能。 

 



3. 活用シーン 

• 読書ノートを自動化 

→ Kindle で線を引いた箇所が自動で Readwise に集まる 

• 学習・研究の知識定着 

→ 過去の重要な一文が毎日リマインドされる 

• 情報の一元化 

→ 本・記事・ツイートなどバラバラの情報源を一つのデータベースにまとめる 

• 知識管理ツールへのブリッジ 

→ Obsidian や Notion に自動で送って「第二の脳」を強化 

 

4. 他ツールとの比較 

ツール 主な役割 強み 

Readwise インプットの整理・復習 ハイライト集約＋リマインド 

Roam Research 思考ログ アイデアの流れをリンクで残す 

Obsidian 知識ベース Markdown で体系化 

Notion 業務・プロジェクト管理 チームでの共有と運用 

     つまり、Readwise は 「入口」（情報収集→忘れない仕組み）、 

Obsidian や Roam は 「出口」（知識を体系化・展開）に強いです。 

 

5. まとめ 

• Readwise は「読書メモを忘れない仕組み」 

• 知識の定着に効果的で、Obsidian や Notion と連携することで「知識の循環シ

ステム」を作れる 

• 研究者・ビジネスパーソン・学習者にとって、情報過多時代の必須ツール 

 



Todoist（トゥードゥイスト）  

Notion・Obsidian・Roam・Readwise と並べると「実務の行動管理」に強いツールになり

ます。 

 

1. Todoist とは 

Todoist は、世界的に利用されている タスク管理アプリ です。 

個人のタスクからチームのプロジェクトまでを整理でき、シンプルさと柔軟さを兼ね備

えています。 

キャッチコピーは「Organize your work and life（仕事と生活を整理しよう）」。 

 

2. 主な特徴 

• タスク管理 

タスクを追加 → 期日・優先度・ラベル・プロジェクトを設定して整理。 

• 自然言語入力 

「明日 10 時に会議」など文章で入力すると、自動で日時設定。 

• 優先度設定 

4 段階のプライオリティでタスクの重要度を管理。 

• 繰り返しタスク 

「毎週月曜」「毎月 25 日」などのルーチンを自動生成。 

• マルチデバイス対応 

PC、スマホ、タブレット、Web で同期。 

• チームコラボ 

プロジェクトを共有し、担当者・期限を割り振れる。 

• 外部連携 

Google Calendar、Slack、Zapier、Outlook、Notion などと連携可能。 

 



3. 活用シーン 

• 個人利用 

o 日々のタスク整理（買い物リスト、ToDo） 

o 習慣化・ルーチン管理（運動、勉強、服薬） 

o ゴール設定（年間目標→月次→週次→日次タスクに分解） 

• ビジネス利用 

o プロジェクト進行（担当割り振り、期日管理） 

o 営業タスク（顧客ごとのフォローアップ） 

o 会議準備（アジェンダ、アクションアイテム整理） 

 

4. 他ツールとの比較 

ツール 主な用途 強み 

Todoist タスク管理 シンプルで直感的、個人〜チームまで対応 

Notion プロジェクト/情報管理 
データベース構造で柔軟、だがタスク入力はやや

面倒 

Trello 
プロジェクト進行（カン

バン） 

視覚的管理に強いが、個人の細かいタスク管理に

は不向き 

Obsidian 知識管理 
タスク管理は拡張次第で可能だが本質は知識ベ

ース 

     簡単に言うと： 

• Todoist：毎日の行動を最適化する「実行管理ツール」 

• Notion：チームやプロジェクトの「全体設計・情報ハブ」 

• Obsidian/Roam：知識と思考の「外部脳」 

• Readwise：インプットの「記憶定着」 

 

5. まとめ 



• Todoist は 「頭の中の ToDo をすべて外部化」 するための最適ツール 

• GTD（Getting Things Done） の実践に向いており、タスクのストレスを軽減 

• 習慣化、プロジェクト進行、個人とチームの両方で活用可能 

 

 

ClickUp（クリックアップ）  

Notion・Todoist・Obsidian・Roam・Readwise と比較すると、プロジェクト管理に特化し

たオールインワン型ツールです。 

 

1. ClickUp とは 

ClickUp は、タスク管理＋プロジェクト管理＋ワークスペース統合を目的とした SaaS

ツールです。 

「One app to replace them all（すべてを置き換えるアプリ）」を掲げ、タスク・ドキュメン

ト・チャット・目標管理を 1 つにまとめられます。 

特に、Trello（カンバン）、Asana（プロジェクト）、Jira（開発）、Notion（Wiki） の機能を統

合しているのが特徴です。 

 

2. 主な機能 

• タスク・プロジェクト管理 

o ToDo リスト、カンバン、ガントチャート、タイムライン表示 

o 優先度、期日、担当者、依存関係の設定が可能 

• ドキュメント機能 

o Notion のようにドキュメントや Wiki を作成・共有可能 

• コミュニケーション 

o コメント、チャット機能でチーム内のやり取りを完結 

• 目標・OKR 管理 



o KPI や進捗を設定・可視化してチーム目標を追跡 

• 自動化 

o ルールベースでタスク割当・通知・ステータス変更を自動化 

• 統合連携 

o Slack、Google Drive、Zoom、GitHub、Zapier などと連携 

 

3. 活用シーン 

• ビジネス・チーム 

o 開発プロジェクト管理（Jira の代替） 

o マーケティングキャンペーンの進行管理 

o OKR（目標管理）と業務の連動 

• 個人 

o タスク管理（Todoist 代替） 

o プロジェクト計画とライフログ 

o ドキュメント整理＋習慣管理 

 

4. 他ツールとの比較 

ツール 主な用途 強み 

ClickUp 
プロジェクト管理＋タスク＋ドキュ

メント 
機能統合度が高い、拡張性大 

Notion 情報管理＋チーム Wiki 
柔軟性抜群だが、大規模プロジェクト管理

は弱い 

Todoist 個人タスク管理 シンプルで習慣化に最適 

Asana プロジェクト管理 直感的だがドキュメント機能は限定的 

Jira ソフト開発管理 開発特化、だが複雑で重い 

     簡単に言えば： 

• ClickUp：オールインワンの「仕事ハブ」 



• Notion：情報と知識の「データベース＆Wiki」 

• Todoist：毎日の「行動実行ツール」 

 

5. まとめ 

• ClickUp は「タスクから戦略まで」を統合管理できるプロジェクト OS 

• チーム全体での業務効率化や DX 推進に向いている 

• 機能が多い分、導入・運用の設計が重要 

 

MindMeister（マインドマイスター）  

これは先にご説明した Notion・Obsidian・ClickUp・Todoist などと比べると、思考の

「発散」と「可視化」に特化したツールです。 

 

1. MindMeister とは 

MindMeister は、クラウド型のマインドマップ作成ツール です。 

アイデアや情報を放射状に展開しながら整理でき、ブレインストーミング・思考整理・

プレゼンに強みがあります。 

Meister シリーズ（MindMeister・MeisterTask・MeisterNote）の一つで、アイデア発散 

→ タスク管理 → ドキュメント化 まで連携可能。 

 

2. 主な特徴 

• 直感的なマインドマップ作成 

ドラッグ＆ドロップでノード（枝）を追加・移動。色分けやアイコンで可視化。 



• クラウド保存 & 共同編集 

Google Docs のように、複数人でリアルタイム編集可能。 

• プレゼンテーション機能 

作ったマインドマップをそのままスライド風にプレゼン表示。 

• テンプレート豊富 

企画立案、プロジェクト計画、学習ノート、SWOT 分析など用途別にテンプレー

トあり。 

• 連携 

o MeisterTask（カンバン型タスク管理）へシームレスに移行可能。 

o Google Workspace、Microsoft Teams、Slack などと統合。 

• クロスプラットフォーム 

Web、iOS、Android で利用可能。 

 

3. 活用シーン 

• 個人 

o アイデア出し（本の構成、企画の発想） 

o 勉強ノート・試験対策 

o 人生計画・ビジョン設計 

• ビジネス 

o プロジェクトの全体像整理 

o 会議の議題・議事録の可視化 

o SWOT 分析、事業戦略の立案 

• 教育 

o 生徒のアイデアマップ作成 

o グループワークでの共同発想 

o 論文や研究計画の構造化 

 

4. 他ツールとの比較 



ツール 主な用途 強み 

MindMeister マインドマップ 直感的・共同編集・プレゼン機能 

XMind マインドマップ デザイン美麗・オフライン利用強い 

Notion 情報管理 マインドマップ風表示は弱い 

Obsidian 知識管理 グラフ表示はあるが思考発散には弱い 

ClickUp プロジェクト管理 タスク分解は得意だがマップ思考は弱い 

     簡単に言えば： 

• MindMeister = 発散（アイデア出し・見える化） 

• Notion / ClickUp = 収束（計画・実行） 

• Obsidian / Readwise = 蓄積（知識体系化） 

 

5. まとめ 

• MindMeister は 「頭の中を整理し、人に伝わる形で見える化する」 ツール 

• アイデア出し〜チーム共有〜タスク化までワンストップで可能 

• 発散と可視化が強みなので、他のツール（Notion や ClickUp）と補完関係にあ

る 

 

 

 

 

 

 



Miro（ミロ）  

これは オンラインホワイトボード として世界的に使われているツールで、発想・コラ

ボレーション・設計 に強みがあります。 

 

1. Miro とは 

Miro は、クラウド型の オンラインホワイトボードツール です。 

無限に広がるキャンバス上に付箋・図形・フローチャート・画像・リンクなどを配置で

き、リモート環境でもリアルタイムにチームでブレインストーミングや設計ができる の

が特徴です。 

利用者は 6,000 万以上（2025 年時点）とされ、スタートアップから大企業まで幅広く採

用されています。 

 

2. 主な機能 

• 無限キャンバス 

アイデアや図解を無制限に展開可能。 

• 付箋 & ブレスト 

ポストイット感覚でアイデアを大量に書き出し、整理できる。 

• テンプレート豊富 

o カスタマージャーニー 

o ビジネスモデルキャンバス 

o ユーザーストーリーマップ 

o SWOT 分析 など 

• リアルタイム共同編集 

Google Docs のように同時編集、カーソルが見えるので会議に最適。 

• プレゼンモード 

作成したキャンバスをそのままプレゼン資料に。 

• 外部連携 

Slack、Jira、Asana、Google Drive、Notion など多数。 



 

3. 活用シーン 

• ビジネス 

o プロジェクトの構想設計 

o UX デザイン（ワイヤーフレーム、ユーザーフロー） 

o 会議・ワークショップのファシリテーション 

• 教育・研究 

o 授業での協働学習 

o 研究計画のフローチャート化 

o チーム論文の構造整理 

• 個人 

o 人生設計・ビジョンマップ 

o 複雑なアイデアや情報の可視化 

 

4. 他ツールとの比較 

ツール 主な用途 強み 

Miro オンラインホワイトボード 無限キャンバス・共同編集・テンプレート豊富 

MindMeister マインドマップ 放射状アイデア展開に特化 

Notion ナレッジ/プロジェクト管理 情報の整理・データベース管理 

ClickUp プロジェクト管理 タスク・進捗・目標管理に強い 

Obsidian 個人知識ベース Markdown で体系化、オフライン強い 

     ざっくりいうと： 

• Miro = 発散＆協働での「コラボ型可視化」 

• MindMeister = 発散＆個人・小規模向け「マインドマップ」 

• Notion / ClickUp = 収束＆実行「ナレッジ＋タスク」 

 



5. まとめ 

• Miro は 「オンライン会議室のホワイトボード」 の進化版 

• アイデア出しから UX 設計、事業計画、教育まで幅広く活用可能 

• リモートワーク・多拠点チームに最適なコラボレーション基盤 

 

 

DEVONthink（デボンシンク）  

これは、Notion・Obsidian・Roam・Readwise・Miro などと並べて考えると、Mac ユーザ

ー向けの「知識アーカイブ＆情報検索の最強ツール」 です。 

 

1. DEVONthink とは 

DEVONthink は、Mac 専用の 情報管理・文書データベースアプリ です。 

論文、PDF、本、Web クリップ、メール、画像、音声などを取り込み、AI を用いた自動

分類・全文検索・関連情報の提示 を行えます。 

2000 年代から研究者・作家・弁護士・知識労働者に愛用されており、「Mac の知識管

理の金字塔」 とも呼ばれます。 

 

2. 主な特徴 

• 万能な情報ストレージ 

o PDF、Word、Pages、Web ページ、メール、画像、音声などあらゆる形式

を格納可能。 

• AI による自動分類（「See Also & Classify」機能） 

o 文書を解析し、関連資料を自動で提示・分類。 

• 強力な検索 



o OCR（文字認識）付き PDF 検索 

o ブール検索・類似検索・スマートフォルダ対応 

• セキュリティ 

o ローカル保存が基本（クラウドに依存しない） 

o データベースを暗号化可能 

• 同期 

o iCloud、Dropbox、WebDAV などで iOS アプリ（DEVONthink To Go）と連

携。 

• 自動化 

o スクリプト（AppleScript）で高度な処理をカスタマイズ可能。 

 

3. 活用シーン 

• 研究・学術 

o 論文・資料の収集、タグ付け、自動分類 

o 関連文献の自動提示でリサーチ効率化 

• ビジネス 

o 契約書・議事録・メールの一元管理 

o プロジェクトの資料アーカイブ 

• ライティング 

o 出版や記事執筆用の資料整理 

o 過去ノートとの関連性からアイデア発掘 

• 個人 

o 読書メモ・Web クリップの保存 

o 自分専用の「知識図書館」を構築 

 

4. 他ツールとの比較 

ツール 主な用途 強み 

DEVONthink 
情報アーカイブ＆

検索 

AI による自動分類、圧倒的検索力、ローカ

ル保存 



ツール 主な用途 強み 

Obsidian 知識ベース Markdown・リンク構造・思考整理に最適 

Notion 情報共有・DB 管理 チームコラボ・データベースの柔軟性 

Readwise 読書ハイライト管理 インプット強化、記憶定着 

Mendeley / 

Zotero 
論文管理 引用管理、研究特化 

Evernote メモ・Web クリップ 手軽だが検索・分類は DEVONthink に劣る 

     DEVONthink は 「外部から集めた大量情報を安全にアーカイブし、AI で探し出

す」 

     Obsidian は 「自分で作る知識をネットワーク化」 

     Notion は 「チームで活用する情報ハブ」 

という役割分担が明確です。 

 

5. まとめ 

• DEVONthink は Mac ユーザー向けの知識アーカイブ＆検索最強ツール 

• 「膨大な資料を集めて管理・検索する」 用途で真価を発揮 

• 論文研究、医療文献、出版企画など、知識集約型の仕事に特におすすめ 

 

 

Zotero（ゾテロ）  

これは先に解説した DEVONthink や Obsidian と相性がよく、特に 学術研究・論文

管理の定番ツール です。 

 

1. Zotero とは 



Zotero は、オープンソースの 文献管理ソフト で、研究者・大学院生・学術系の執筆

者に広く利用されています。 

論文や書籍、Web 記事を収集・整理し、引用文献リスト（参考文献）を自動生成できる

のが最大の特徴です。 

対応 OS は Windows / Mac / Linux、さらにブラウザ拡張や Word/LibreOffice との連

携も可能。 

 

2. 主な特徴 

• 文献収集 

o ブラウザ拡張（Zotero Connector）で、ワンクリックで論文情報・PDF を

保存。 

o PubMed、Google Scholar、CiNii などから自動取り込み可能。 

• 文献整理 

o コレクション（フォルダ）、タグ、メモで体系化。 

o PDF や書籍のメタデータを自動で取得。 

• 引用・参考文献の自動生成 

o Word/LibreOffice/Google Docs と連携。 

o APA、MLA、Chicago など数千種類の引用スタイルに対応。 

• クラウド同期 

o 複数端末で文献ライブラリを共有可能。 

• 拡張性 

o Better BibTeX などのプラグインで LaTeX や Obsidian との連携も容

易。 

• 共同利用 

o グループ機能で研究チーム内で文献共有。 

 

3. 活用シーン 

• 研究者・大学院生 

o 論文収集・文献管理・研究計画の資料整理。 



o 学位論文や学会発表の参考文献作成を効率化。 

• 医療・科学分野 

o PubMed からの論文収集・注釈。 

o エビデンスベースの資料作成。 

• ライター・著者 

o 書籍・記事執筆で引用を一元管理。 

• 教育 

o 学生のリサーチスキル育成に利用。 

 

4. 他ツールとの比較 

ツール 主な用途 強み 

Zotero 
文献管理＋引用生

成 

無料・オープンソース、引用スタイル自動化、クラウ

ド同期 

Mendeley 
文献管理＋SNS 要

素 

論文共有・研究ネットワーク機能（ただし Elsevier

依存） 

EndNote 文献管理（商用） 医学界隈で歴史的に定番、大規模研究向け 

DEVONthink 情報アーカイブ 文献以外も含めた検索・AI 分類が得意 

Obsidian 知識ベース 文献メモを Markdown で体系化するのに最適 

     まとめると： 

• Zotero：論文・書籍の管理と引用 

• DEVONthink：幅広い情報のアーカイブと検索 

• Obsidian：知識体系化と思考整理 

 

5. まとめ 

• Zotero は 「研究者のための文献管理・引用自動化ツール」 

• 無料・オープンソースで導入しやすく、研究・出版・医療分野に必須級 



• DEVONthink や Obsidian と組み合わせると、情報収集 → 文献管理 → 知

識体系化 → 論文・出版 までシームレスに行える 

 

 

 


